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平成30年度～令和２年度
学校教育指導の重点全体構想
福島県教育庁県北教育事務所学校教育課

第６次福島県総合教育計画
基本理念 “ふくしまの和”で奏でる、

心豊かなたくましい人づくり
主要施策 頑張る学校応援プラン

○ 主体的・対話的で深い学びを実現する保育の展開
・ 多様な体験ができる教材の工夫
・ 試行錯誤や考える過程の重視
・ 人との関わりが深まる活動の充実

夢をかなえる県北の教育

学級・学習集団づくり

健やかな体

○ 発達の時期にふさわしい指導計画の作成
・ 長期的・短期的に見通しをもった指導計画の作成
・ 各年齢の目指す子どもの姿の設定
・ 子どもの意識や興味の連続性のある活動の設定

○ よさや可能性に目を向けた評価の工夫・活用
・ 幼児理解に基づく子どもの実態把握
・ 見取りに基づく情報交換や意見交換
・ 小学校教育への円滑な接続

特別支援教育の充実

幼児教育の充実

家庭や地域社会、関係機関との連携
・ 学校と家庭との連携を強化し家庭の教育力向上を図るための、ＰＴＡ活動の充実
・ 地域全体で子どもたちを教え育てるための、社会教育関係事業（地域学校協働活動事業等）を活用した活動の推進
・ 子どもの主体的な学びを促すための、関係機関の役割の理解と地域人材、ＮＰＯ、企業、公民館、公共図書館等の施設を活用した活動の推進
・ 学校課題の解決を図るための、関係機関との連携を促すコーディネート力の向上

互いのよさや成長を認め合い、違いを
理解し合える学級・学習集団 目標に向かって協力しながら、粘り強く

取り組む学級・学習集団

互いに切磋琢磨し、向上心をもって

ともに励む学級・学習集団

確かな学力

○ 主体的・対話的で深い学びの実現を目指す授業づくり
・ 「授業スタンダード」に基づく授業づくり
・ 個に応じたきめ細かな指導の充実

○ 主体的な学習を支える基盤づくり
・ 「家庭学習スタンダード」の活用

・ 「学び方」「学習規律/習慣」の確立

・ 子どもの主体性を生かした読書活動の推進

○ 組織的な学力向上策の推進
・ 学力向上グランドデザインの改善と推進
・ 学力調査等の結果を受けた、機能的なPDCAサイクルの構築

○ 教師の指導力向上のための体制づくり
・ 目指す子どもの姿に基づく校内研修の充実

・ 「互見授業」による教員の学び合いの推進

自ら課題を見付け
主体的に解決する子ども

「認め合い・励まし合い・磨き合い」

ひとと関わり心を通わせながら
よりよく生活する子ども

豊かなこころ

○ 心に響く道徳教育の推進
・ 指導内容の重点化と指導計画の改善
・ 「特別の教科 道徳」の授業の量的確保、質的転換
・ 保護者や地域と連携した道徳教育の推進

○ 多様な体験活動・交流活動の充実
・ 学校や子どもの実態、発達の段階等に応じた体験活動、
交流活動の充実
・ 望ましい勤労観・職業観を育むキャリア教育の充実

○ 児童生徒理解に基づく生徒指導の充実
・ 不登校の未然防止･早期発見等のための組織的な取組
・ 「いじめ見逃しゼロ」に向けた組織的な取組
・ 教育相談の充実とSC 、SSW等との効果的な連携
・ 情報モラルに関する指導の充実

目標達成のために努力し工夫できる子ども

(令和２年度版)

進んで運動し

体力の向上と健康づくりに励む子ども

○ 進んで運動に取り組む態度の育成
・ 運動の質の維持・向上を図り、運動の楽しさや喜びを実感
させる工夫
・ 子ども一人一人の運動量が十分に確保された授業の工夫

○ 体力向上のための組織的な取組
・ 子どもが主体的に体力向上に取り組む体力向上推進計画
の改善
・ 業間活動や部活動等の体育的活動の充実
○ 健康で安全な生活の実践につながる指導の充実
・ 身近な問題を取り入れた保健・安全指導の工夫
・ 望ましい食習慣を育成するための食育の推進
・ 自ら考え行動できる放射線・防災教育の推進

教師として大切にしたいこと

省察，自己研鑽
そして創造へ

○ 全教職員による校（園）内支援体制の充実
・ 特別支援教育コーディネーターを中心とした実効的な支援体制づくり
・ 校内研修の活性化
・ ユニバーサルデザインの視点を生かした環境設定・指導の工夫
・ 交流及び共同学習の推進

○ 地域におけるインクルーシブ教育システムの推進
・ 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」の作成・活用
・ 進学時の引き継ぎ体制の充実
・ 本人、保護者との合意形成に基づく合理的配慮の提供
・ 関係機関との連携、地域支援センター（特別支援学校に設置）の活用

ｰ
１
ｰ
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平成２９年３月、新しい学習指導要領が告示され、小学校ではこの４月から、中学校では次年度か
ら全面実施されます。この学習指導要領では、授業の創意工夫や教材等の改善を引き出していくこと
ができるよう、全ての教科等の目標及び内容が「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学
びに向かう力、人間性等」の３つの柱でまとめられています。

子どもたちがこれからの時代に必要とされる資質・能力を身に付けて深く理解し、生涯にわたって
能動的に学び続けることができるようにするため、従来「何を教えるか」が重視されていた学習指導
が、「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」という視点で再整理されました。
そして、学習の質を一層高めるための取組を活性化させ、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善の推進が図られることになりました。

※資料「新しい学習指導要領の考え方」

文部科学省より

「主体的・対話的で深い学び」の実現を図るためには、以下の３つの視点から授業改善を進めるこ
とが必要です。

（１）学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しをもって粘り強く

取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できているかという視点。

（２）子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自己の考

えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているかという視点。

（３）習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、

知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策

を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できているかという視点。

※学習指導要領解説 総則編 第３章 教育課程の編成及び実施 第３節 教育課程の実施と学習評価

このことは、小・中学校において、これまでと異なる指導方法を導入しなければならないというこ
とではなく、現在すでに行われている日々の授業を、「主体的・対話的で深い学び」の視点から改善し、
単元や題材のまとまりの中で指導内容を関連付け、質を高めていく必要性を示しています。

こうしたねらいを踏まえ、福島県教育委員会では「ふくしまの『授業スタンダード』」及び「ふくし
まの『家庭学習スタンダード』」を中心とした「学びのスタンダード」を策定しました。
各小・中学校においては、すでに『授業スタンダード』を活かした授業改善が推進されているとこ

ろですが、県北教育事務所では、授業改善の視点をより明確化・具体化していくために、『授業スタン
ダード』に基づき授業づくりの視点を５つに整理しました。そして、授業の在り方や授業における支
援の仕方などについて具体的に示すことができるよう「【参考資料】『主体的・対話的で深い学び』の
実現へ向けて」を作成しました。
さらに、令和元年度の要請訪問を振り返り、部分的な見直しを図りながら「令和２年度【県北版】

学校教育指導の重点」として改訂しました。日々の授業の準備や実践、校内研修の機会や家庭学習の
充実に向けた取組のための資料として活用していただければと思います。
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『授業スタンダード』に基づく授業づくりの５つのポイント

ポイント１について

ポイント２～５について

ポイント２は授業の導入である、教材との出合い・学習課題の把握についてまとめました。
子どもの「主体的な学び」の実現を目指し、子どもの問いや願いが学習課題に生かされ
るように工夫していくことについて述べました。

ポイント３は解決の見通しをもって、自力解決に向かう場面について留意すべきことをまとめ
ました。全ての子どもに課題解決に向けた見通しをもたせるための工夫や、その後の授
業展開に生かすための効果的な見取りの方法などについて述べました。

ポイント４は「対話的な学び」を実現するような、協働的な学習の教師のコーディネートにつ
いてまとめました。子どもの考えをつなぎ、新たな考えをつくりあげることや、全体の
場で考えを練り上げ、学級全体の学びとして共有していくための手立てなどについて述
べました。

ポイント５は学習内容の確かな定着と学びの広がりが実現できるように、一人一人が本時の振
り返りを行い、「何を学習したか」を明確にし、子どもの言葉を大切にしてめあてとま
とめの整合性をもたせることについて述べました。さらに、適用の場の設定についてふ
れるとともに、次の学びへつなげるための視点についてまとめました。

『授業スタンダード』の見開きＰ３～Ｐ６と
対応させ、授業づくりのポイント２、３、４、
５としてまとめました。
授業の在り方や支援の仕方のポイントを具体

的に示してあります。
日々の授業づくりや校内研修の資料として活

用していただければと思います。

ポイント１

ポイント３

ポイント２

ポイント４
ポイント５

『授業スタンダード』のＰ２に掲載されている「授業前
に」の部分にある「単元をつくる」「本時の授業をつくる」
について、本資料では授業づくりのポイント１「単元を
つくる・授業をつくる」としてまとめました。
また、学習の基盤づくりについて『授業スタンダード』

のＰ３に掲載の「授業の基盤は」を参考に作成しました。



- 4 -

１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現へ向けた授業づくり

◇ 単元の目標を達成する指導計画を立てるために

◇ 本時の授業をつくるために

単元の目標を明確に！
○ 教科等の特質に応じた「見方・

考え方」、学習内容、育てたい資質
・能力を明確に捉えましょう。

この単元で身に付ける
☆「知識・技能」は？

☆「思考力・判断力・表現力等」は？
☆「学びに向かう力・人間性等」は？

○ ３つの資質・能力を身に付けた

具体的な子どもの姿を、目標とし

ましょう。

目標の把握

教材の価値の把握 子どもの実態把握

目的をもった実態把握を！
○ 授業風景を思い描き、

その実現につながる実態

把握をしましょう。

○ 各種調査で学年、学級

の状況や子どもたちの特

性等を捉えましょう。

○ レディネステストや

アンケート等で、単元に

関わる既有の知識等や予

想されるつまずきを捉え

ましょう。

教材の価値を見いだす！
○ 教材に内在する、単元

で求める資質・能力を育

成するための価値を見い

だしましょう。

○ 教科書の構成や掲載さ

れている資料、数値など

を本文と関係付けて読み

込みましょう。

○ 異校種の教科書も参考

にして、学年間の系統性

や単元間の関連性等を把

握しましょう。

○ 単元の終わりの子どもの姿を３つの資質・能力の視点で描きましょう。

・第一の視点「何がわかり、何ができるようになっていてほしいのか」
・第二の視点「どのようなことを考え、判断し、どのように表現してほしいのか」
・第三の視点「どのようなことに新たな学びを見いだしてほしいのか」

○ 単元全体を見通した計画を立てましょう。
・単元のねらいと「教材」、「学習活動・内容」、「子どもの実態」とのつながりを
明確にする。実態に応じて単元や領域に軽重をつけて、単元の重点化を図る。

○ 目標達成のための言語活動を設定しましょう。
・言語活動を課題解決・課題追究の過程に位置付ける。
・思考や判断を促す発問や指示を具体化する。

○ 単元全体で、３つの観点をバランスよく評価しましょう。
３観点：「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に取り組む態度」

単元の指導計画・評価計画

「明日の授業をどうしよう」とばかり心配していませんか？そのような心配
を解消するために、単元づくりを見直してみてはいかがでしょうか。

○ 授業の終末の子どもの姿を具体的に描きましょう。
・「何がわかり、何ができるようになっていてほしいのか」
・前時、次時との関係を考え、本時で身に付けることを精選し、焦点化する。

○ 目的や方法を明確にした指導上の留意点を考えましょう。
・目的の明確化（「～のために」を言えるように）

例：「自分の考えとは異なる考えにふれさせるために」
・方法の明確化（「～を通して」「～することで」を言えるように）

例：「ホワイトボードの活用を通して、子どもの思考を可視化する。」
○ 評価の場面や方法を適切に設定し、指導の改善につなげましょう。
・目標、指導、評価、まとめの整合性が図られているか。
・授業時間内に手立てを講じることができる場面か。
・その場面で確実に子どもの学習状況を捉えられる方法か。

評価の例：観察、対話、ノート、ワークシート、作品、レポート、ペーパーテスト など

ポイント１

ゴールからの構想を

「何を指導するか」で

はなく、「どのようなこ

とができるようになるか」

を授業構想のスタートと

しましょう。
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授業案で単元づくりや授業づくりの確認を！

どのような「見方・考え方」を働かせ、どのような資質・能力を育むのか
授業案に盛り込みましょう

第４学年 算数科授業案 指導者：□□ □□
場 所：○年△組 教室

１ 単元名 面積のはかり方と表し方
２ 単元の目標

○ 面積の単位の意味を理解し、正方形及び長方形の面積の計算による求め方について理解できる。【知識・技能】
○ 面積の単位や図形を構成する要素に着目し、図形の求め方を考えるとともに、面積の単位とこれまでに学習し
た単位との関係を考察することができる。 【思考・判断・表現】

○ 平面図形の面積について、数学的に表現・処理したことを振り返り、多面的に捉え検討してよりよいものを求
めて粘り強く考えたり、数学のよさに気付き学習したことを生活や学習に活用しようとしたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

３ 単元の評価規準 ＊省略
４ 単元の構想

５ 単元の指導計画・評価計画

６ 本時の目標
図形を分割したり付け足したりしながら、長方形の面積の公式を活用して複

合図形の面積の求め方を考えることができる。

７ 学習過程
学習活動・内容 時 指導上の留意点 ※評価（方法）

１ 学習課題を把握する。

・前時の学習内容を振り返る。 改善前・ 子ども一人一人の解決の

め どのようにすれば、下のような 様子を捉え、個別指導する。 図形が長方形の組合わせ
面積を求めることができるかな。 だということに気付かない子どもに

２ 解決の見通しをもつ。 はどのように指導しようかな？
・長方形に分けて求める方法
・長方形の面積から小さい長方形
の面積を引く方法

３ 自分の考えた方法で面積を求め

る。

○×△＋◇×◎ ○×□－☆×▽

４ 全体で共有・吟味する。

改善後
・ 既習との違いを捉えられな
い児童には、周囲の児童と話
し合わせることで問題の図形
の構成に着目できるようにす
る。

・ 全体で解決の方法を整理・
分類し、統合化するために、
図形分割の方法を先に共有
し、次に大きい長方形からひ
く方法に向かうような意図的
指名を行う。

授業案を書いたり読んだりするときが、単元づくりや授業づくりの力量を伸ばすチャン
スです。何を目的として、どのようなことをするのかを明確にもつことは、指導の手立て
の有効性を高め、子どもたちの学びを確かなものにすることにつながります。

※ 教材観、児童（生徒）観、指導観など記述することが多いですが、単元を通して学びが深まっ
た子どもの姿を具体的に記述することを大切にしてください。特に、教材の系統性を確認するこ
とや本時の授業内容に関連するレディネスや学習状況などを捉えて授業案に記述することが、授
業づくりに役立ちます。

「～するために、～する。」や
「○○に着目できるように、△△」
のように、手立ての目的を明確にし
ましょう。

この表現では、どのようなつまずきを
している子どもに、どのような手立てを
行うのかが分かりづらいですね。

★ 単元を通して育成する資質・能力が、どのような段階を経て育っていくのかイメージするとともに、

前時、本時、次時をどのようにつないでいくのかを明確にして計画を立てましょう。

★ 子どもの学習状況を確認し、その後の指導に生かすための評価（形成的評価）と、総括の資料とする

ために行う評価（記録に残す評価）を単元を通して計画的に行いましょう。

「算数科の例」

評価規準（評価方法）
本時のねらい 数学的な「見方・考え方」

知・技 思・判・表 態度

公式を使って面積を求めることが… 長方形の縦と横に目をつけ ○
公式を… （ノート）

既習の図形の求め方を活用して… 図形の構成に着目し… ○ ○
（観察、ノート） （観察、ノート）

子どものつまずきを具体的に予想
して、指導上の留意点に盛り込む
と、授業のイメージがより明確にな
ります。
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◇ 教材との出合い～「問い」や「思い・願い」を引き出す～
教材との出合わせ方を工夫し、子どもの興味・関心を高め、「問い」や「思い・願い」を

引き出しましょう。

◇ 学習課題の把握～「何を学習するか」「何ができればよいか」
を明確にする～
「～について考えよう」の課題をもう一度見直してみましょう。「なぜ～」「どのように～」
「～は何か」など、子どもの問いの解決を図り、何を学習するのか、何ができればよいのか
を示唆する課題を、子どもの言葉を基に設定することが大切です。

※ 教師による学習課題の設定だったとしても･･･
子どもから「問い」を引き出し、学習課題に

つなげることが難しい場合もあります。また、
学習の内容においては「～しよう」という教師
による課題の設定もあります。
このような場合でも、発問を工夫することで、

学習課題を学習の主体者である子ども自身のも
のとして意識させることが大切です。

・ みんなが調べたいことをまとめると、どうなりますか？
・ ということは、今日は何を考える必要がありますか？
・ みんなの疑問を整理すると□□となりますが、どうですか？
・ Ａさんの疑問、いいですね。それをみんなの課題にしましょうか？ など

子どもの「問い」や「思い・願い」から

なぜ？どうして？

考えてみたい！

解いてみたい！
調べてみたい！

おもしろい！

やってみたい！

教師は、子どもに「どのような

力を身に付けさせるのか」を考

え、学習課題を設定します。

子どもの「問い」や「思い・
願い」を生かした学習課題を設
定し、追究意欲を高めます。

学
習
課
題
の
設
定
へ

前の時間に課題として残ってい

たことを思い出してみましょう。

では、どんなことに気を付けて学習

するかを考えてみましょう。

学級として○○というめあてに取り

組みたいのですが、どのように学習し

ていけばいいでしょうか。

【「問い」や「思い・願い」を引き出す教材との出合い（例）】

ポイント２

【学習課題の設定につなげる教師の発問の例】

子どもとの対話を通し、「教師の学ばせたいこと」が「子どもの学びたいこ
と」となるよう、擦り合わせを意識して学習課題を設定することが大切です！

「今日のめあては○○です。わかりましたか？」
このように、教師の一方的な課題提示になっていませんか？

○ ＩＣＴの活用・具体物の提示
・ 資料を少しずつ見せる。一部を隠して見せる。
・ 複数の資料を比較したり、分類したりして特徴を見付けさせる。
・ 社会や日常生活と関連があるものを提示して具体的なイメージをもたせる。 など
○ 既習事項の振り返り
・ 既習から未習へ移ることでギャップを感じ
させる。「できる→できる→あれ？」

・ 前時までのノートや掲示物等により振り返
らせる。 など

○ 実演・演示
・ 教師による実験などの実演・演示を行い、
興味・関心をもたせる。

・ 子ども自身が試してみる活動を取り入れ、
主体的に取り組ませる。 など

○ 子どもとの対話
・ 子どもとの対話から疑問や矛盾、葛藤等を引き出す。 など

冷たい水をコップに入れ

たら水滴がついたのはなぜ

かな？

どちらの水筒に多

く水が入っているか

調べるにはどうすれ

ばいいかな？
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◇ 子どもから問いを引き出し、解決の必然性・必要感から設定した課題

＜ 社会科「人々の健康や生活環境を支える事業」（第４学年）＞

蛇口実物の提示

学習の導入においては、蛇口（実物）を壁に付けて提示するなど意外性をもたせると、児童の

「？」を引き出すことができます。

生活場面や生活経験を想起させ、「人、もの、こと」と結び付けることで、普段何気なく見て

いるもの（人、こと）が、社会的事象としての意味をもち、価値ある学習材となります。

資料の提示の仕方については、部分的な提示や段階的な提示により、児童の興味・関心を引き

出し、必然性のある課題設定ができます。

課題に対する予想を立てさせたり、疑問点を全体で出し合ったりする中で、追究したい内容が

児童のものとなり、学習活動を主体的に進めていくことができます。

＜ 体育科「ゴール型ゲーム」＞
Ｔ 前の時間のパスはどうだった？

Ｃ パスをすると相手にとられた。

Ｃ パスがつながらなくて、ゲームにならなかった。

Ｔ そうだね。パスがつながらなくて悩んでいたね。

Ｔ パスをする側、もらう側はどんな工夫をすれば

いいのかな？

そこで、学習課題を「うまくパスがつながるようにす

るには、どのように動けばよいだろうか」と設定します。

例えば、「パスの仕方を工夫してゲームをしよう。」と、

教師が一方的に提示するよりも、本時の目標「空いた場所

にすばやく動いてパスをつなげる」ことについて主体的に

思考させ、運動させることができます。

＜ 家庭科「エプロンの製作 」＞
本時の目標が「形や機能などにこだわりながら、自分が作りたいエプロンを考える」ことであ

るとき、身の回りで使われているエプロンに関心をもち、自分の生活に役立つエプロンを考えて、

「作ってみたい！」という製作意欲を高めることが大切です。

例えば、学習課題を「自分だけのこだわりエプロンをデザインしよう」と設定します。

このような場合、家庭学習として家族やお店の方に「使っているエプロンの便利なところ」に

ついてインタビューをしてきます。エプロンの「色や形」、「つくりや機能」についての情報を

持ち寄り、対話を通して作りたいもののイメージをもたせます。

技能を中心とした教科であっても、

子どもとの対話を通して、子どもの問

いを引き出し、解決意欲を高める課題

を設定することができます。

その学習課題、ちょっとした工夫で変わります！

お父さんのエプロンは、「汚れが
目立たない色」だった。「大きいエ
プロンだと服が汚れない」って言っ
てたよ。ぼくもそうしよう。

お母さんに聞いたら、「エプロンの
端は三つ折りして縫うと、ほどけない
ので丈夫だよ」って教えてくれたよ。
私のエプロンもそうしたい。

みなさんは、どんな「こだわりエプロン」を
作りたいですか？

小物などが入る大きさの「何でもポ
ケット」が欲しい。大事な物が落ちな
いようにボタンも付けてみたい。

・雨水をためて使っているのかな？
・わき水や川の水を使っているのかな？
・だれかがつくっているのかな？

水はどこから来ているのだろう？

水は私たちの生活に欠かすことができないね。

Aさん、空いた
所に動いてく
れないかな…

空いた所に
動けば…

この蛇口をひねっても
水が出てこないけど…。



- 8 -

◇ 課題解決の見通しをもたせるためには？

○ 「結果の見通し」をもたせる。
＊ 「授業におけるゴール」をはっきりと意識させましょう。
・ 答えを予想する。 ・ 仮説を立てる。 ・ 作品の完成図をイメージする。
・ 何について考えていくのか分かる。 ・ 何をどのようにするのか分かる。 など

○ 「方法の見通し」をもたせる。
＊ 子どもの状況によって、何も与えずに考えさせたり、既習事項や経験を思い出させたり、直接
ヒントを与えたりするなど、対応を考えましょう。
・ これまでの学習で使えることを想起する。 ・ 調べる視点をとらえる。
・ 学習の道筋（順序）を考える。 など

○ 見通しをもつことができているか見取る。
＊ すべての子どもが見通しをもっているか見取る場面を設定しましょう。
・ 一人一人の発言に着目する。 ・ ノートの記述内容から見取る。
・ ペアでめあてを確認させる。
・ 解決方法をネームカード等で選択させる。 など

◇ 見方・考え方を働かせた姿を見取るためには？

座席表

等の活用

・ つぶやきの中のキーワード
・ ペアやグループ学習での発言
・ 友達に聞いていたり、教えていたりす
る様子

・ 教師の問いかけに対する反応 など

・ 自分の考えを書いた部分から子どもの
思考過程を見取り、授業展開に生かす。

・ よい点を称賛したり、励ましのコメン
トを入れたりしながら意欲を高める。

・ 授業後に自分の指導を振り返ったり、
次時の指導に生かしたりする。

「授業におけるゴール」をはっきりと意識させ、「そこにたどり着くために
はどのようなことをするのか」という見通しをもたせることが大切です。

予想される反応を前もって分類して

おき、意図的指名につなげる。

子どもたちが自力解決の場面で戸惑っている姿はありませんか？

子どもの思考を的確に見取ることが大切です。指示した内容や活動が適切であ
るか判断するとともに、どうコーディネートに生かすか考えましょう。

課題を設定した後、目的や観点をもたずに机間指導をしていませんか？

ノート等 子どものつぶやきや発言、

教師とのやりとり等から

ポイント３

・ 発問の理解、反応、全体の傾向を把握する。
・ ねらいの達成につながる「見方・考え方」になっているかを把握する。
・ 個々のつまずきがどこにあるかを把握する。

机間指導

※見方・考え方を働かせた姿については「【県北版】学校教育指導の重点」を参照してください。→
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机間指導における見取りと支援

◇ 個での追究を促す発問とは？

☆ 三つの段階を意識して、机間指導を行いましょう。

段階１ 概観する …… 子どもがねらいに沿った活動を行っているか

・「めあて（問題）を確認しましょう。」
手立ての例 ・「どの方法で考えますか。」

・ワークシート、資料、具体物等の活用
※ 多くの子どもに誤解等が見られる場合は、一度全体を注目させて、発問や指示を改めます。
※ 予定している自力解決の時間を大幅に変更する必要があるかどうか、この段階で見極めます。

段階２ 助言する 段階３ 内容を見る

…「気付き」「関連付け」などで … 話合いにおけるコーディネート

思考を深める に生かすために

〇 手立ての例 〇 全体の話合いで取り上げたい考えを
・「これはどういう意味かな。」 決める。
・「どうしてこう考えたの。」 〇 意図的指名の順番を構想する。
・「絵や図をかいて整理してみよう。」
・考えるための技法を提示する。 ※ 事前に予想される

（分類、比較、関連付け など） 考え方を想定・分類
し、それらを暗号化
したり色別にしたり
して、座席表などに
記録することが有効
です。

子どもの目の高さで

個の実態に応じた個別指導

認め励ましながら（朱書き、丸）

○ 考えを揺さぶる。
これまでの既習内容や経験に

反することを投げかける。

「～だったよね。でも、

～なのはどうしてだろう。」

○ 矛盾・対立を生む。
考えの共通点や相違点を整理したり、根拠や

微妙な違いを問い返したりする。

「～というところは本当に同じかな。」

○ 多面的に見させる。
新たな視点でアプローチする方法を示し、

子どもによる解決を促す。

「もし、～だったらどうなるだろうか。」

子どもが自分の考えをもち、課題を追究・解決する時間を確保しましょう。
その際、個での追究を促す発問を工夫することが大切です。

子どもに自分の意見や考えをもたせずに話合い活動に入っていませんか？

できていない

できている（できた）

○ 葛藤を生む。
これまでの学習から、どちらか判

断に迷うことを問う。

「これは、

三角形ですか。

四角形ですか。」

子どもたちが、
「見方・考え方」を働かせ
るように、発問を吟味

しましょう。

○ ＴＴで行う授業では、教師同士の事前の打合せをしっかり行いましょう。
（見取りの観点、指導に入る順番など）
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◇ 話合いの目的を明確にするには？
○ 話合いで「期待される子どもの姿」を明確にする ○ ねらいを明確にして話合い
（確 信）「僕も同じ考えだ。これでいいんだよね。」 を授業に位置付ける
（共 感）「そうそう、私もそう思うんだよね。」
（吟 味）「あれ、なにか違うね。なぜだろう？」
（再構築）「ということは、こういうことかな？」
（推 論）「もしかしたら、こうかもしれないよ。」
（創 意）「だったら、こうしてみたらどうかな？」

◇ 子どもの考えが交流する充実した話合いにするには？
○ 教師のコーディネートにより、子どもの考えをつなぎ、広め、深める

考えをつなぐ言葉かけ 広げ・深める
【教師の言葉かけ】 【ねらい】 「つなぎ言葉」

・「～さんの考えのよいところはどこですか」（発 見） ・「…を基にすると」
・「～さんはどうして、このような考えが ・「だとしたら…」
浮かんだのだと思いますか」 （推 測） ・「たとえば…」

・「～さんの考えを簡単に言えますか」 （要 約） ・「つまり…」
・「～さんの考えの続きが分かりますか」 （予 想）
・「～さんの気持ちが分かりますか」 （共 感）
・「～さんの考えのヒントが言えますか」 （補 助）
・「～さんの説明をもう一度言えますか」 （再 生）

○ コーディネートの充実を図るために（コーディネートの流れ）

※ 福島県教育センター HP「授業中における『コーディネート』の在り方」参照

授業中のあらゆる
場面で見取る。教師
の話を聞くときの姿
だけでなく、他の
子どもの話を聞く
ときの姿なども見
逃さない。

＜ねらい＞
・合意形成を図る
・多様な考えを一

つにまとめる

＜ねらい＞
・多様な考えを整理する

・多面的な思考を促す
・多様な解釈を促す

・多くの発想を促す

話合いを授業に取り入れること自体が目的になっていませんか？

＜ねらい＞
・学習内容の習熟を図る

・疑問を解決する

・考えを深める
・学習を振り返る

まず、何のために、何を意図してペアやグループ・学級全体での話合
いを取り入れるのか、その目的を明確にすることが大切です！！

見取った子ども
の姿が生じた原因
を考える。授業の
進み方、理解度、
興味・関心等を子
どもの立場で想像
する。

再度説明するの
か、子どもに説明
させるのか、隣同
士で相談させるの
か等を選択する。
手立てを数多くも
つ必要がある。

具体的にどのよ
うな言葉で発問・
指示するか、誰を
どの順に指名する
か等を考慮しなが
ら次の指導を実行
する。

選択解釈

子どものつぶやきや

表情の変化をしっかり

ととらえて、言葉かけ

をしましょう。

実行把握（見取り）

ポイント４

教師のコーディネート例

仲間と考えを共有したり、吟味したりすることを通して、子
どもたち一人一人の中に対話が生まれ、新たな考えが作り出さ
れる。

私は二酸化炭素
だと思うけど、
どうすれば確かめ
られるかな？

炭酸飲料から発

生する気体は二酸

化炭素かな？

気体検知管以外では調べ

られませんか？今までの実

験を思い出してみて。

気体検知

管を使えば

わかるね。

そうだ、石灰

水も使える！

その場所で
いいですか？

・子どもの座席
・先生の立ち位置
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※ポイント４については「【県北版】学校教育指導の重点」P9～P34の「各教科等の指導の重点」も参考にしてください。

＜黒板・ホワイトボードの活用例＞

○ 話合いの視点や論点を明示する。
・どのような視点から考えるのか？
・どのようなテーマで話し合うのか？
・何の目的で話し合うのか？
○ 思考を刺激し、考えを深めるよう板書を工夫する。
・書く位置 ・文字の大小、間隔 ・空白や色チョーク（色ペン）の活用 など
○ 聞き手に内容が伝わるよう、発表の仕方を工夫する。
・長い文章を避け、キーワード程度にとどめる ＜ホワイトボードを使ったまとめ方の例＞
など視覚で捉えやすくする。

・項目やキーワード等を線でつなぎ、関連が分
かるようにする。

・キーワードやアンダーライン等を書き加えな
がら強調して説明するなど、ポイントを捉え
やすくする。

再生可能エネルギー による発電

水力発電、太陽光発電、風力発電
地熱発電、（ ）

・農作物の残りかす→ アルコール
・家畜の糞 → メタン

燃焼
熱

発電 ←タービン ←水蒸気 ← 水

追加記入：バイオマス発電

これらが「再生可能エネルギー資源」

です。例えばバイオマス発電は…仕組み

は火力発電と共通するところがあります

が、何度でも資源が再生できることがポ

イントです。

再＊…＊＊…＊＊＊

…＊…＊＊＊＊＊…＊

…＊…＊＊＊…＊…＊

＊＊＊…＊＊＊－…・

模造紙やホワイトボードに書いたこと

を、そのまま読むだけの発表になってい

ませんか？

考えが共有できるよ

うに、視覚で捉えやす

い説明を行うなどの工

夫が必要です。

話合いの状況を見取

り、意図的な順番で発

表させていますか？

水力や太陽光、生物体の有機物などをエネル

ギー源とした、再生可能エネルギー資源の利用

が進められています。

例えばバイオマス発電は…アルコールを燃焼

させて発電します。

いろいろな用語が出

てきてわかりにくい。

ポイントがわかるよう

に説明してほしいな。

＜ツール等の活用例＞

○ ミニホワイトボードを使って話し合い、
考えを類型化する。
・ミニホワイトボードにメモ的に書いたり消したりしながら話し合う。
※考えを書いた付箋等を活用すると、ミニホワイトボードに貼る位置を変える
ことができるため、整理しやすい。

○ 思考ツールを活用する。
・各種チャート等を使って視覚的に示す。
分類する プロセスを可視化する 構造化する ピラミッドチャート

ベン図 フローチャート 式86÷23 主張 多くの事実

２つの事柄 割り算開始
まとめ

から要点をま

を比較し、共 とめ、さらに

通点と相違点 「かりの商」を入れる 事実 最も主張した

を見いだす いことを導く

23×「かりの商」
Ｘチャート の値は86よりも小さいか 関係付ける イメージマップ（ウェビング図）
４つの視点 いいえ テーマとな

で分類する る言葉から発
はい

想を広げる

プログラミング的に手順を考える

授業のねらい等に応じ、必要な

場面で効果的に使いましょう。

思考の可視化を図る板書やツールの効果的な活用例

ホワイトボード

の文字が小さくて

読みにくい。

水＊…＊＊…＊＊＊

…＊…＊＊＊＊＊…＊

…＊…＊＊＊…＊…＊

＊＊＊…＊＊＊－…・

思考が働く発表・話合いになっていますか？
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◇「何を学習したか」をまとめるために

◇「どのように学習してきたか」を振り返らせるために

○ 学習課題（めあて）とまとめの整合性を！
本時のまとめは、課題との整合性を図り、本時に身に付けさせたいことが明確になるよう

にまとめる。

○ 問題解決の流れが分かる構造的な板書を！
学習課題、予想、調べたり考えたりしたこと、結果、まとめまでの一連の学習を子どもの

思考の流れに沿って構造化することで、一目で授業全体を振り返ることができます。

○ 学習内容の再生の場やねらいに合った適用の場の設定を!

日 付

学習課題（めあて） まとめ

＜予想＞ 問 ＜調べたこと・考察＞
・ ○○○○○ 写真や図 ・ ○○○○○

・ ○○○○○ 題 グラフなど ・ ○○○○○

＜解決の見通し＞ （個人やグループの考え）
・ ○○○○○ 解 れ

・ ○○○○○ 決
の

流 考えＡ 考えＢ 考えＣ

整合性

ねらいに合った適用問題
○類似問題を解く
→ 一般化を図るために

○同じ手順で解く
→ 定着を図るために

○誤答を修正させる
→ 確かな理解につなげるために

○別な手順で解く
→ 深い理解につなげるために

学習課題とまと
めを左右に配置し
たり、問題解決の
流れを示したりす
ることで、子ども
の論理的思考が促
されます。

学習の流れが分かる構造的な板書例

この板書例以外にも、上下に分けて対比する、左右に分けて対比する
など、学習内容により効果的な板書を工夫してみましょう。

再生する場の設定
学んだことを再生する場を設定すること

で、本時の学びが子ども一人一人のものに
なっているかを確認できます。学習内容に
合わせて、書いたり話したり表現したりす
る活動を位置付けましょう。

例「キーワードを基に友達に解説しよう」

○ 考えの変容が分かるように記録させるノート指導
問題解決的な学習等における一人一人の追究の過程を重視したノート指導をしましょう。

自己の変容や成長を自覚し、学びの意義を実感できることにつながります。

学習内容の確実な定着や主体的な学習態度の育成には、振り返る活動が大切
です。確実に実施するためにはどうしたらよいでしょうか。

授業の時間は限られています。授業前にまとめに入る時刻を決めておきましょ
う。そうすることで、まとめのための十分な時間の確保につながります。

【ノート指導の例】
○ 板書、追究の過程における自分の考え、参考となる友達の考えに分か
りやすい記号を付けるなど、区別して書かせる。
※間違えた部分があっても消さずに残しておくことが大切です。

○ 授業の終末に「めあて→学習過程①→学習過程②→まとめ」の順に
簡潔にまとめさせる。

ポイント５
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◇「学び続ける態度」を育てるために

＜小学校２学年 算数「ひき算のひっ算」 ※ ３９－１５の計算の場合＞

めあて ２けた－２けたのひき算は、どの
ように計算すればいいのかな。

もんだい ３９－１５

１０を１つ 十の数、一の数でひく 十円を１こと 十の位どうし
ばらを５ことる 一円を５ことる 一の位どうしひく

教師： どれも１０のまとまりとばらに分けて考えていますね。２けた－２けたの計算は、
こうするといいのですね。

教師：（まとめを板書）２けた－２けたのひき算は、位ごとに分けて計算する。

教師：では、練習問題をやりましょう。（答え合わせをして、授業終了）

教師： 今までの話合いで、どの考えも１０のまとまりとばらに分けて考えていること、
２けたのたし算と同じように、位ごとに分けて考えていることが分かりましたね。
他の問題でもその考えが使えるか、「６８－２４」を解いてみましょう。

児童： この問題でもその考え方でできた。

教師： に言葉を入れて、まとめましょう。

２けた－２けたのひき算は、

・十の位と、一の位に分けて計算する。
・位ごとに計算する。
・１０のまとまりどうし、ばらどうしで計算する。

※ポイント５については「【県北版】学校教育指導の重点」P9～P34「各教科等の指導の重点」も参考にしてください。

子どもの思いを生かしたまとめを！

○ 新たな学びに目を向けさせる
実社会や日常生活に関わるような問題や自己のキャリア形成の方向性と関連付けた問題

などを紹介し、主体的に学びを連続させていくようにしましょう。
【働きかけの例】・「今日学んだことは、生活のどんな場面で生かされますか？」

・「○○の学習から、新たに疑問に思ったことは何ですか？」 など

○ 授業内容と家庭学習を関連させる P16～P17「ふくしまの『家庭学習スタンダード』の活用について」

授業内容と家庭学習を関連させることにより、本時の学習が一層定着したり次時の学習
への見通しがもてたりして学習への意欲が高まります。その日の家庭学習を想定して、授
業に臨みましょう。例えば、次のような家庭学習が考えられます。

○ 一層の定着を図る家庭学習 → 授業内容の一層の定着を図るため、作業的にならない
ように配慮しながら練習する家庭学習

○ 応用・発展的な家庭学習 → 授業の内容を発展させた問題や、新たに気付いた問題
を解決したり、学んだことを活用したりする家庭学習

○ 次の授業のための家庭学習 → 次の授業に必要な既習事項を確認したり関連事項を調
べたりしておく家庭学習

教師が結論をまとめていませんか？

まとめ ２けた－２けたのひき算は、
十の位と一の位に分けて計算
する。

授業終了10分前にはまとめ開始！

キーワードを板書等で意識

させて、まとめは子どもがつ

くるようにしたいですね。

本時に身に付けさせたいことを、子ども自身に獲得させましょう。

児童の
記入例

たし算とやり方は

同じかな？
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２ 主体的な学習を支える基盤づくり

学級・学習集団づくり ～「認め合い・励まし合い・磨き合い」～

子どもたちが互いに磨き合う集団に高めていくには、どうすればよいでしょうか・・・？

「子どもを認めること」ができているか、もう一度振り返ってみませんか。

子どもは何を認めてほし

いのだろうか？

子どもの行動の背景を知ることが大切です。日ごろの

観察や関わりだけでなく、生育歴や家庭の様子、興味・

関心、特技や苦手なことなどについて、保護者や各担当

者と情報を共有することが、児童生徒理解に有効です。

実際に、どのように認めて

いけばよいのでしょうか？効

果的な方法などはあります

か？

直接言葉で認める以外に、工夫したことや努力した

ことについて、作品や生活ノートなどに一言コメントを

書くなどの姿勢が大切です。また、成長の様子を保護

者や他の教師に伝えたり、学級通信などを活用して発

信したりするなど、他の人からも称賛されるように工夫

することも、子どもの自己肯定感を高める上で有効で

す。

結果や成果だけでなく、そこに至るまでのプロセスや努力

の様子を教師がしっかりと把握し、「心の成長」を認めていく

ことが、子どもの「またがんばりたい」という意欲の高まりに

つながります。

教師が一人一人の子どもを認めようとすると・・・

安心感が生まれた教室では・・・

自己表現が計画的・継続的に行われると・・・

互いのよさや違いを理解すると・・・

教室に安心感が生まれます。

自己表現がしやすくなります。

互いのよさや違いがわかります。

集団活動の意義に気付きます。

「認め合い・励まし合い・磨き合い」の
活動が活発になります。

子どもを認めるために…

「認める」から「認め合い・励まし合い・磨き合い」へ

「子どもを認める」ため

に普段から気を付けること

はありますか？

教師と子どもの信頼関係と自己肯定感の高まりを基盤として、子どもたちが主体と
なって「認め合い・励まし合い・磨き合い」の活動ができるように、教師が場や機会
を準備する必要があります。教師が適切に関わり、必要なルールづくりなどの支援を
していくことが学級・学習集団づくりには不可欠です。

子どもの自己肯定感については、各種調査の結果等からも、徐々に改善傾向が見られるよ
うになりました。引き続き、教職員一人一人が共通理解を図りながら、たとえ成果が現われ
ていなくても、子どもが努力したり工夫したりしたことを積極的に認め、励ましていくこと
が、「認め合い・励まし合い・磨き合う学級、学習集団」へとつながっていきます。一人一
人の子どもと向き合い、何を認めてほしいのかを理解することが大切です。
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子ども一人一人の努力や工夫を積極的に認める関わりを！

子どもたちが自己表現できるような雰囲気の醸成を！

互いのよさや違いを認め合うことができるような場面づくりを！

集団活動の意義を理解できるような話合い活動を！

Ａさんは、昨日の日直の活動をしっかりやっ
ていましたね。みんなが帰った後、机をきれい
に並べてくれたから、今日の朝、教室に入った
とき、とても気分がよかったですよ。

いっしょに日直だったＤさんに、

「どうせやるなら丁寧にやろうね」と
声をかけたら、「そうだね」と言って
くれたので、二人で頑張れました。

班の他のみんなを急かしているようで、
いやな思いをさせているかも、と思ってい
たけれど、クラスのみんなが喜んでくれて
いるならうれしいです。

前回の「セレクト給食」で、好き
なメニューが選ばれなかった人の意
見を優先したらどうかしら？

そういえば、前回もＡさんが食べたい
と言ったメニューだったような…

「わたしの見つけた３組のよいとこ
ろ、改善した方がいいところ」がいい
と思います。

修学旅行の、学級選択コースはどうし

ますか？

外国人なら秋葉原の方がたくさん
いると思うよ。そもそも、班ごとに
選択して行ってはだめなのかしら？

ぼくは改善するべき点をみんなで出
し合う方がいいと思ったけど、Ａさん
の考え方もその通りだな。じゃあ､「３
組のよいところ」にしよう。

わたしは麺がいいです。このクラス
には麺が好きな人がたくさんいるし。

ぼくは、浅草がいいと思います。東京スカイ
ツリーがどんな様子か見てみたいし、外国人も
たくさん来ていると聞いたから。

みんなで話し合って決めた所に、全員でいっ
しょに行くことが大切なのでは？一生に一度の
修学旅行だし。それぞれの意見のよいところを
もう一度出し合ってみようよ。

Ａさんの言うとおりだね。ク
ラスのみんなで行くことが大切
なんだよね。

Ｃさんは､授業中いつも発表する人の
方を見てしっかりと話を聞けていてす
ばらしいですね。しっかりと話を聞け

るというのは、大切なことですね。

私が発表したとき、Ｅさんが私の方を見て話を聞い
てくれていたのがうれしかったので、私もそうするこ

とにしました。はじめは恥ずかしかったけど、他のみ

んなもそうできるといいな、と思います。

わたしは、「よいところ」に絞った
方がいいと思うけど。よいところをみ
んなで出し合ったら楽しそうだし。

来月の「セレクト給食」のメニューですが、
どうしますか？

それでは、Ｃさんの意見で
メニューを決めていくという

ことでいいですか？

「自分もよくてみんなもよい」という「合意形成を図る話合い」の充実が､
「認め合い・励まし合い・磨き合い」の活動の充実につながります。

子どもたち一人一人のよさにしっかりと目を向けること。そして、一人一人の思いや

願い、考えをしっかり受け止めることが、集団づくりの基盤です。

Ｂさんは、給食の準備を手早くやれるよう、
いつも班のみんなに声をかけてくれます。準備
が早いと、食べる時間にも余裕が生まれて、ク

ラス全員が和やかになりますね。

「認め合い・励まし合い・磨き合い」の活動の実現に向けて

「１分間スピーチ」の次のテーマは、
何がいいですか？



- 16 -

ふくしまの「家庭学習スタンダード」の活用について

私たち大人は、子どもたちに、変化の激しい時代であっても、豊かな人生を切り

拓き、よりよい社会の創り手として成長してほしいと願っています。そのような社

会の形成者を育てるために、学校における学習はもちろんのこと、家庭での学習を

充実させていくことが求められます。ふくしまの「家庭学習スタンダード」を仲立

ちにして、３つの資質・能力を地域・家庭と学校が連携・協力しながら育んでいき

ましょう。また、ふくしまの「家庭学習スタンダード」について理解を深めるため

に、義務教育課ＨＰに掲載しているＱ＆Ａ、実践事例集等を御覧ください。

R-PDCAサイクルを通した「自己マネジメント力」の育成を！
家庭学習への取組に当たっては、「Research 自分を知る－Plan 計画する－Do 自ら学習する－Check

確かめる－Action 見直す」の５つの段階を設け、子ども自らが主体的に学習や生活を改善していける
ようにします。また、子ども自身が、それぞれの段階と学校における学習活動とを結び付けて考えた

り、実践したりできるように、指導しましょう。

「こんなふうに家庭学習に取り組んでほしい」という子どもの姿を描きながら、その実現のための

取組を全職員で共有し、保護者との協力関係を築いて共に推進しましょう。

＜保護者への協力要請＞
ＰＴＡ集会や学級、学年懇談会、

個別懇談などの機会をとらえ、家
庭学習を充実させる３つの視点に
ついて話題として、協力を要請し
ましょう。

・ コミュニケーションを大切に
・ 安心感を与えられるように

・ 集中できる環境を ・ 早寝・早起き・お手伝い
・ 読書の機会を多く ・ 朝ご飯は毎日食べる
・ 地域行事や体験活動を ・ テレビやゲーム、スマホ

などのルールを決めて

全教員でアイデアを出し合いましょう
＜例＞
アイデア① 学習方法の確立
・ 進学を考えると、自分で学習できるように
なってほしい。目標だけでなく、課題に取り
組む順序の計画も立てさせよう。

アイデア② 計画を立てる時間の確保
・ プランニングシートを書かせる時間が必要
だ。日課表を見直して、計画のために短学活
を１５分間にしよう。

アイデア③ 「自学（自主学習）力」の向上
・ 自分で学習課題を見いだせるようになって
ほしい。自主学習で自己課題解決の日を週末
に位置付けよう。

アイデア④ 地域素材や人材の活用
・ 自己課題の解決のためには、地域の「人、
もの、こと」をおおいに活用してほしい。人
材リストや施設紹介ファイルを準備しよう。

学校にお
ける学習
活動

「自己診断チェックシート」を活用するな

どして家庭学習を振り返る場を設定する。

目標と計画を立てる

場を設定する。

目標に照らして取組

を改善・修正させる。

「家庭学習週間」など、学期に１回程

度取組を振り返る機会を設定する。

教師が一方的に宿題を出してい

ませんか？子ども自らが目標や計

画を立てるような家庭学習に質的

に転換させていきましょう。

授業との連続や各

種調査から課題が見

られるような内容の

宿題を出す。

宿題をチェックし、称賛や励ましの言

葉をかけたりコメントを書いたりする。

子どもの自主性を

育み伸ばすために、

強化週間や強化月間

を設けるなど、教師

が適切かつ積極的に

かかわり、取組の改

善を図る。

授業と家庭学習との往還

定期的な振り返りの指導
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「家庭学習スタンダード」に基づく「学校の４つの取組」例
「家庭学習スタンダード」に示している「学校の４つの取組」の例を紹介します。それぞれの学校

の実態に応じて、実効性のある実践に結び付けるために参考にしてください。

取組① 共通理解を図った指導 取組② 授業と家庭学習との関連付け
○家庭用「家庭学習の手引き」の作成 ○家庭学習を活用した授業づくり

・家庭で取り組むことを中心にまとめた ・既習と未習の問題を組み合わせた課題

家庭用の手引きを作成する。 に取り組むことで「できる→できる→

・祖父母にも協力いただける内容とする。 できない」を事前に体験させ、次時の

○９年間の「家庭学習の手引き」の作成 導入で取り上げる。

・小・中学校の９年間を見通した手引き ○発展的・連続的に学ばせる工夫

を作成する。 ・発展的な学習を促し家庭学習につなぐ

○各教科で量や時期のバランスをとる工夫 ため、図書館の環境整備をする。

・職員室前に「家庭学習予定表」や「宿 ・授業で見いだされた新たな課題を追調

題ボード」を掲示し、各教科担当者が、 査させ、連続した学びにする。

日付のところに課題を記入する。 ○小学校専科教員による家庭学習の指導

○家庭への協力を呼びかける工夫 ・専科教員が、深い教材研究に基づき、

・毎週末に「学年だより」を発行し、家 授業で身に付けた知識や技能を活用で

庭学習に関係する子どもの様子を伝え きるような宿題を出し、学習の仕方も

たり、協力を依頼したりする。 含めて指導・助言する。

取組③ 内容・方法の指導 取組④ 協力・連携体制の構築
○「家庭学習強化週間」の実施 ○中学校区としての共通実践

・「家庭での学習・生活チェックシート」 ・中学校区として教員同士が話し合い、

に基づき、個別に指導・助言する。 「学習の手引き」に共通実践事項を設

○「縦割り班」による取組 ける。

・縦割り班で生活改善について話し合っ ・中学校区として公開授業を開催し、「家

た結果を、全校集会で発表する。 庭学習の充実」も含めた協議をする。

○ノート展示による参考例の紹介 ○学習に関する教育相談の実施

・教師のコメントを記入した自主学習ノ ・生徒指導の教育相談の内容として「学

ートを、一定期間、廊下に展示する。 習」に関する悩みを聞く。

○「学級力」の向上を図る取組 ・課題解決型の自主学習課題に取り組ま

・学級のよさや課題について自己評価し せるための助言をする。

た結果を可視化し、話し合う。 ○地域の施設への協力依頼

○日々の家庭学習のプランニング ・自主的な追究活動で利用できそうな施

・「帰りの会（短学活）」開始前に、帰宅 設に「家庭学習の手引き」を配付し、

後の学習内容を考え、生活ノートに記 協力を依頼する。

入する時間を設ける。

授業の充実

自己マネジメント力を育成するために、５つの観点「学習習

慣」「生活習慣」「学習時間」「学習内容」「学習方法」で子

どもの家庭学習状況を捉えましょう。各観点につながる取組の

アイデアを先生方で出し合い、実践しましょう。

チェック機能を働かせるために、義務教育課ＨＰから「家庭

での学習・生活チェックシート」（左に示したもの）をダウン

ロードして活用することができます。
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めあてがあることで、何を、ど

のようにすればよいのかが分かる

のですね。園児にも、目標をもた

せる工夫をしたいと思います。

３ 日々の授業づくりを支える視点

連続性のある幼小中の接続となるために
～幼児教育の視点から～

子どもの資質・能力を育成するためには、幼児教育でどのような取組がなされているのかを知る必要
があります。今後の小・中学校での取組を改善するための参考にしてください。

幼稚園等で行っている取組 接続のポイント

◇ 学びの連続性を踏まえた保育の改善

○ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を基に目指す子
どもの姿を明確にし、長期的・短期的な指導計画を作成して
保育を展開している。

○ 保護者の保育参観や保育参加の機会を設け、家庭とのつな
がりを大切にした保育をしている。

○ 遊びの中にある子どもの「気付き」や「試行錯誤」を大切
にして考える過程を重視した保育をしている。

◇ 言葉による思いを伝え合う場の設定

○ 単なる言葉の指導をするだけでなく、コミュニケーション
能力を育てるために、伝え合いの機会をつくっている。

○ 様々な体験から感動したり、友達と心が通ったりした喜び
を、自分の言葉で表せるように働きかけている。

○ 友達のよいところを言葉を使って紹介するなど、互いを認
め合う学級・集団づくりを行っている。

◇ 主体的に体を動かす遊びの工夫

○ 体を動かす気持ちよさを体験させるために、遊具の工夫や
季節に合う環境づくりに努めている。

○ 「幼児期運動指針」を活用して多様な動きを経験できる遊
びを設定したり、一日に体を動かす時間が６０分以上確保で
きるように指導計画を工夫したりして、十分な運動量の確保
に取り組んでいる。

◇ よさや可能性に目を向けた評価の工夫・活用

○ 具体的な子どもの姿を基にして指導を振り返る話合いを日
常的に行い、子ども一人一人のよさや可能性を見いだして幼
児理解に努めている。

○ 各年齢の目指す子どもの姿に照らして、子どもの成長を評
価し、次の指導の改善に生かしている。

○ 特別な支援を必要とする子どもについて、保護者との合意
形成、関係機関との連携を図りながら個別の教育支援計画、
個別の指導計画を作成している。

幼稚園等の保育、小・中学校の指導の相互理解を！

幼稚園等、小・中学校の先生方が共に集まり、研究授業を通した情報交換をすることによって、それ
ぞれの指導観や指導法を理解したり、指導の方向性を共通化したりすることができます。

小学校研究授業の事後協議会から

指導方法
について
考え方を
共有

幼稚園教諭 中学校教諭

小学校教諭

学びや人格形成は幼児期から

始まっています！

幼小の育ちと学びをつなぐ
「スタートカリキュラム」に
よる指導を充実させましょう。

心ゆさぶる体験を言葉にする

ことで表現力を高めます！

学習の成果を話したり、書
いたりする活動を設定して表
現力を育てましょう。

一人一人の見取りが教育効果

を高めます！

幼稚園等からの情報を共有
し、児童生徒理解につなげま
しょう。

運動量の十分な確保が、健全

な発育につながります！

様々な場面で運動する時間
を確保し、体力向上や肥満解
消を図りましょう。

めあてとまとめの整合性を図る

と、学習内容の確認ができますね。

授業の中に、まとめや振り返る時間

を確実に設けたいと思います。

子ども一人一人に学習の目標をもたせることは、主体的に学ぶことにつな

がるということ、時間内に学習内容の確認をしたり、適用の機会を設けたり

することは、定着につながるということを話し合いました。これからの指導

に生かしていきましょう。
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ステップ１ 成長の姿を週や月の単位で明らかにする。

第１週 第２週 第３週 第４週 ・学校のきまりが分かる ・学校のきまりに従って行動

・ ・教室で安心して過ごす ・時計を見て行動する する

・当番や係の仕事が分かる ・授業と休み時間のけじめ

・物を大切に扱う をつけて生活する

・友達と協力して活動する

・友達と関わって活動する ・友達のよいところが分かる

・学校の中のいろいろな人と ・縦割り班の友達が分かり、

交流する 一緒に活動する

・新しいことに取り組もうと ・声の大きさを考えて話す

する ・ノートのとり方が分かる

・最後まで話を聞く ・宿題を忘れない

関連

※ゴシックは幼児期に経験している活動

はじめまして すきなえいっぱい うたであいさつ がっこうたんけん➀ えんぴつのもちかた

じこしょうかいを すきなえをかいて 「じゃんけんれっしゃ」 どんなきょうし よいしせいで、
しよう はっぴょうしよう 「ロンドンばし」 つがあるのかな じぶんのなまえを
うた「さんぽ」 「きびたんたいそう」 かこう

３０分 生１／３ ３０分 図１／３ ３０分 音１／３ ４５分 生３／３ １５分 国１／３
音１／３ 国１／３ 体１／３

ステップ３ 単元計画に基づいた学習活動を週の計画として時間配分する。

〇 入学当初は１単位時間を柔軟に扱い、子どもが集中できる時間で楽しく学習に取り組めるように
弾力的な時間割を設定する。

〇 幼児期に経験した活動を取り入れ、子どもが自信をもって自己発揮できるようにする。
〇 特に１年生の４月は、日課表が他学年と異なることが多いため、学校全体で１年生の育ちを見守
る姿勢を大切にする。

その他に、日頃からこんなことを・・・

○ 「生活しやすい環境」「学びやすい環境」「学習のきっかけが生まれる環境」をつくる。
○ 「うた」「手あそび」「ダンス」「工作」「うんどう」「おにごっこ」「行事」など、幼児期にどんな
活動を行ってきたかを把握する。

○ 幼稚園等での学びを理解し、就学前の子どもができることを生かして小学校の学習につないでい
くことができるように、幼稚園等での参観を通して子どもの姿を捉えたり、教員同士の情報交換を
行ったりする機会を設ける。

そのような側面も確かにあります。しかし、「スタートカリキュラム」を

作成・実施する上では、次のような考えがとても大切です。

〇よい姿勢が

できる

〈
基
本
的
な
生
活
〉

〈
人
と
の
関
わ
り
〉

「スタートカリキュラム」って小学校の生活に慣れさせるためのものですよね？

それは、「幼稚園等での遊びや生活を通した学び（学びの芽生え）」と、「各教科等の学習内容

について、授業を通して自分の課題解決に向けて計画的に学んでいく小学校の学び（自覚的な

学び）」をつなげるということです。カリキュラム編成の手順と具体例を示してみます。

４ 月

〈
学
習
と
の
関
わ
り
〉

５ 月 ６ 月幼
児
期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し
い
姿

〇気持ちよいあいさつや

返事ができる

〇学校の様子が分かる

・自分の思いを伝える

生活科を中心とした、合科的・関連的な指導（４月の単元例）

・友達と仲よくする

〇先生や友達の名前が分かる

〇失敗を恐れないで取り組む

・学習の準備ができる

単元名「なかよしいっぱい がっこうだいすき」 【 合科：生活３ 国語１ 音楽１ 図画工作１ 体育１ 】 １／３＝１５分

ステップ２ 成長の姿に適合した単元（合科・関連など）を構成して配列する。
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子どもたちの夢をかなえる中・高連携の在り方 

～高等学校教育の視点から～ 

中学校から高等学校への接続は、子どもたちが社会に出ることをより強く意識するようになるこ

とを踏まえてなされる必要があります。子どもたちが高等学校に入学した後も、生き生きと学んで

もらいたいと願うのは、それぞれの教員に共通することです。ここでは、中学校入学から高等学校

卒業までの学びが、子どもたちの夢の実現につながるよう、配慮したい点を紹介します。 

 

◇ 高等学校へは、自己マネジメント力と主体性を身に付けて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 高等学校でも、生き生きと学ばせたい 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 系統性を意識した学びによる中・高連携 
 

 

 

 

 

 

 

 

【例：社会科（歴史分野）】 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

「家庭学習スタンダード」 
 

自己マネジメント力の育成 
（自分の課題を捉え、 

計画を立て、 

主体的に学習する、等） 

 
※ 家庭学習の時間や量だけが

重要なのではありません。 

（P16～17を参照） 

主体性のある学びへ 
向かうための学習習慣を 

 
「疑問点は、積極的に先生
に質問する」 
「ノートを自分なりに工夫
してとる」 
「学校での勉強以外に、た
くさん本を読む」 

高等学校 
進学後も 

小学校での学び 中学校での学び 高等学校での学び 

中学校は、３つの校種の中間に位置します。小学校での学びを基にしながら、高等学校
での学びにつなげる視点で生徒の資質・能力を育むことが大切です。学校段階が上がるに
したがい、より多くの事項・要素・要因を知識・技能として身に付け、それらを思考・判
断・表現の材料として事象を理解し、捉えるようになります。 
例えば、国語や社会など、各校種に共通する教科・科目であれば、中学校・高等学校双

方の教師が、互いの指導内容を系統的に理解することで、子どもたちの学力向上に結び付
くような授業展開が可能になります。 

高等学校卒業後の進路実現へ 
 

高校生になった子どもたちの理想的な姿 

○ 自らの意思で入学した高校であり、将来の目的・目標が明確である。 

・ 自分の関心や進路目標に基づいた科目選択ができる。 

  ・ 高等学校生活で、何を探究したいのかが具体的である。 

・ 高等学校卒業後、どのような人生を送りたいかを考え始め 

られる。 

 

中学校までの学びで身に付けた資質・能力 

楽
し
い
！ 

大切にしたいこと 

〔江戸幕府〕 

徳川家康や徳川家光等

の人物を中心に、参勤交

代や鎖国等の制度が整え

られたことを学ぶ。 

↓（事象理解へ） 

武士による政治の安定 

    

 

〔江戸幕府〕 

小学校での学びに加え、農村の役割、

琉球やアイヌとの関わり、中世の武家政

治との違い等を学び、小学校よりも時間

軸・空間軸を踏まえた思考が深まる。 

      ↓（事象理解へ） 

幕府と藩による支配の確立 

        

 

〔江戸幕府〕 

中学校までの学びに加え、産業技

術、学問・文化、国際情勢と日本等

を学び、中学校よりも時間軸・空間

軸を踏まえた思考が深まる。 

↓（事象理解へ） 

法や制度による支配の確立と維持 
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◇ キャリア教育と中・高連携 
○ 中学校でのキャリア教育の充実が、高校生のキャリア意識・進路意識の向上につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◇ 知っておきたい！ 高等学校をめぐる最近の動向Ｑ＆Ａ 
 Ｑ 新しい高校入試は、これまでと何が違うのでしょうか？ 

   Ａ これまでⅠ期・Ⅱ期・Ⅲ期に分かれていたものが、令和２年度の入学者選抜から、前期（３

月上旬）・後期（３月下旬）に集約されました。特に前期選抜は、特色選抜と一般選抜があ

りますが、受験生全員が５教科の学力検査を受けることになります。 

 Ｑ 新入生を迎える高校では、中学校からの引継ぎの際、どんな情報が必要なのでしょうか？ 

   Ａ 中学校で不登校やトラブルなどがあった生徒の場合、その原因や背景についての情報が必

要です。特に、特別な支援や配慮を必要とする生徒についての情報は、確実に引き継ぐこと

が重要であり、高校でも個別の教育支援計画等を活用することで、継続的に自己有用感や自

己肯定感を育成することにつながります。 

 Ｑ 高校での学習において、最近の特徴として言えることはどんなことでしょうか？ 

   Ａ 学習指導要領の改訂や大学入学共通テストへの移行に伴い、知識・技能の定着はもちろん、

思考力・判断力・表現力の育成にも力点が置かれ始めています。ペアワークやグループワー

クを行い、記述や口頭で自分の考えを発表するスタイルを導入した授業が、多く見られるよ

うになりました。また、高校での活動の記録や実績を、紙媒体や電子媒体でポートフォリオ

にまとめる取組も見られ、大学等への出願資料に活用される場合があります。 

みんなは、なぜ職場体験を行うのだと思いますか？ 

お金を稼いで生活することの大切さが分かる
からだと思います。 

お金のことだけではなく、働くことを通してやりが
いや生きがいを感じることも大事じゃないかな？ 

高等学校でも、職場体験や上級学校体験、社会人講話
などを通してキャリア教育が行われています。中学校ま
でのキャリア教育を受けて、高等学校におけるこれらの
取組と日々の学習がリンクすることで、高校生としての
キャリア意識・進路意識の向上につながります。 
また、県の事業として「専門高校生による小中学生体

験学習応援事業」（実施校は県が指定）がありますが、こ
の事業とは別に、近隣にある小・中・高が独自に連携し、
体験学習を実施している例もあります。 
高等学校卒業後、子どもたちが将来に渡って笑顔で充

実した人生を送る姿を、常に意識したいものです！ 

ぜひ、この姿を見据えて 
「キャリア・パスポート」の 

活用を！！ 

私は、安心・安全
な農作物の栽培につ
いて学んでいるよ！ 

目の前の子どもたちが、高等学校を卒業するときの姿をイメージしながら
日々の教育活動に当たっていますか？ 

私は、よりよい
商品流通のシステ
ムについて学んで
います！ 

私は、身近な
機械の仕組みや
性能を、たくさ
ん知りたい！ 

お互いの意見を
出し合う授業によ
って、自分の考えを
深められるんだ！ 

 社会貢献を
考えるきっか
けになる！ 



すべての子どもにとって分かりやすいユニバーサルデザインの視点で学級全体

を支援し、見通しをもって安心して学び、生活できる環境づくりを行います。 

その上で、特別な支援が必要な子どもに個別の支援を行います。 

これらを学校全体で共有し、取り組むことが重要です。 

困難さに対する個別の支援内容については、「学習指導要領解説 自立活動編」などを参

考に先生方で検討した上で、「個別の教育支援計画」、「個別の指導計画」に盛り込みます。

担当する先生方で共有、活用し、進級、進学時には適切に引き継ぐようにしましょう。 

２つの計画の様式や作り方は、特別支援教育センターＨＰ掲載の「コーディネートハン

ドブック」を参考にしてください。 ※Ｐ２３ ＱＲコードⅠ 

学級全体への支援と個別の支援をバランスよく行い、自己有用感、自己肯定感
を育み、すべての子どものよさや可能性を引き出していきましょう！ 

すべての子どものよさや可能性を最大限に引き出すために 
～ユニバーサルデザインの視点から～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

通常の学級にも学びや学校生活に困難さを感じながら過ごしている子どもた

ちがいます。どうすればよいでしょうか？ 

 
 
□ 得意なこと、興味・関心がある
ことに注目する。 

 
□ よさや得意なことを生かし、人
の役に立った、人に喜んでもらえ
た等の経験ができるようにする。 

 
□ 頑張りを認め、あたりまえのこ
とを自然に行っている子どもへの
称賛を忘れない。 

 
□ 子どもや行動に応じた効果的な
ほめ方を探す。 

 
※ 他人への迷惑行為などには、毅
然とした態度で接することが大切
です。 

 
 
□ 「大事なことを一度だけ言
います。」など、子どもの注
意を引きつけてから話す。 

 
□ 指示は短く、具体的に伝え
る。 

 
□ 重要なことは、板書する。 
 
□ 絵や図、文字などを用いて
指示内容や順序を可視化し、 
見通しがもてるようにする。 

 
□ 教師の視線、しぐさ、声の
大きさやトーンを変化させる
など、子どもへの伝わりやす
さを考える。 

 
 
□ 黒板や黒板周りにはその授業
に関係するもののみ掲示する。 

 
□ 板書を構造化する。（チョー
クの色使いの統一、学習の流れ
を示すなど） 

 
□ 刺激になるものをカーテンや
布で覆う。 

 
□ 予定を変更する場合は必ず予
告する。（変更となった活動は
いつ行うのかも伝える） 

 
□ 基準が明確で分かりやすい学
級ルールをつくる。 

称賛し、 

   認めましょう！ 

分かりやすく 

    伝えましょう！ 

学習環境を 

整えましょう！ 

～ ユニバーサルデザインによる全体への支援 ～ 

● Ａさんは、授業中に集中が
途切れる。 

□ 座席の位置を工夫する。
（廊下側や窓側は避ける、支
援しやすい前列や見本になる
友達の近くにするなど） 

□ 活動の終わりを具体的に示
す。（何分、どこまでなど） 

● Ｃさんは、板書を 
書き取るのに時間がかかる。 

□ ワークシートを活用して書く
内容を精選する。 

□ 書き取る時間を保障する。 
□ 特別支援教育支援員等がホワ
イトボードなどに書き写し、それ
を見ながら書き取る。 

～ 困難さに対する個別の支援 ～ 

高めよう！ 自己有用感！ 自己肯定感！    

 

● Ｂさんは、整理整頓が苦手
で、授業準備や課題への取組
が遅れる。 

□ 何をどこに置くのかを具
体的に決めて写真で示す。 

□ ケースにしまう、ファイル
に綴じるまでを活動にして、
学級全体で取り組む。 
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教科書がうまく

読めないよ・・・ 

小・中学校学習指導要領解説各教科編には、「１０の視点」で困難さを見取
り、それに応じた指導内容や指導方法の工夫が示されました。 

文字が大きくて、見やす

いな！定規を当てているか

らどこを読めばいいか分か

りやすくなった！ 

特別支援教育センターＨＰ掲載の「コーディネートハンドブック」には、学

習指導要領各教科解説編に対応した具体的な実践事例が、教科ごとに掲載され

ています。 

※P22・23は、ユニバーサルデザインフォントを使用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 困難さ【１０の視点】 

① 見えにくさ    ② 聞こえにくさ       ③ 道具の操作の困難さ   

④ 移動上の制約   ⑤ 健康面や安全面での制約  ⑥ 発音のしにくさ 

⑦ 心理的な不安定  ⑧ 人間関係形成の困難さ   

⑨ 読み書きや計算等の困難さ  ⑩ 注意の集中を持続することが苦手 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Ｐ２３ ＱＲコードⅡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＱＲコードⅠ     ＱＲコードⅡ 

Ｄさんは、一行とばし

て読んでしまうことが多

いわ。どんな「困難さ」

があるのだろう？ 

【１０の視点】からす

ると、①・⑨・⑩かな？ 

Ｄさんは行を追って読むことが難しいの

かな。工夫の意図・手立てに書いてあるよ

うに、教科書を拡大コピーして、読む行に

定規を当てて読むようにさせてみよう！ 

学びにくさに応じた工夫にはどんなものがあるのでしょうか？ 

詳しく知りたいのですが、何か参考になるものはありますか？ 

障がいのある子どもを指導する場合でも、教科等

の目標や内容の趣旨、学習活動のねらいを踏まえ、

学習内容の変更や学習活動の代替を安易に行うこと

がないように留意し、指導や手立てを工夫していく

ことが大切です。 

学びの困難さに応じた指導の工夫！ 

教科書がうまく

読めないよ・・・ 
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４ 明確な目標設定による組織的な学力向上策の推進
◇ PDCAサイクルで学力向上を！

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

★ 全国学力・学習状況調査、ふくしま学力調査や
諸検査を活用し、時期をとらえて、Check(分析)と
Action(改善)を行い、取組の改善を進めましょう。

★ 県内全ての小・中・義務教育学校が少人数教育
実践校です。全教員が、少人数教育の「目的」「実
践事項」「期待する子どもの姿」を共有し、日々の
実践を充実させましょう。

教科、学年、経験年数などにとらわれず、教師同士、学び合っていきましょう。日常的に授業づくり
や家庭学習などについて話し合うことで、「省察」「自己研鑽」に励む教師集団となっていきます。ま
た、要請訪問などを活用して外部講師による具体的な指導・助言を受けることで、自分たちの取組を振
り返っていくと、さらに学力向上への意欲が高まります。

ロングスパンの取組例

結
果
の
分
析

解
答
状
況
の
分
析

《
授
業
の
充
実
》

学
力
向
上
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
い
た
実
践
・改
善

取
組
の
改
善

検
証

改
善

Ｐ 実効的な学力向上グランドデザインの作成
＜組織的な取組の視点から＞
・ 教科部会、学年会の時間割への位置付け
・ 実施時期、担当者の明確化
＜目指す子どもの姿から＞
・ 自校の実態の把握
＜授業改善の視点から＞
・ 「主体的・対話的で深い学び」の実現の視点
・ 重点単元の設定
＜授業外の手立ての改善の視点から＞
・ 習熟の時間の確保、内容、方法
・ 学習環境の整備、充実
＜学習習慣、生活習慣の改善の視点から＞
・ 自己マネジメント力の育成(｢家庭学習ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ｣の活用)
・ 読書活動の推進・メディアに関する指導

まずは全教員で問題
を解くことから始めてみ
ましょう！（全国学調）

Ｄ 共通実践を全校体制で
・ 「授業スタンダード」に基づく実践
・ 「家庭学習スタンダード」に基づく実践
・ 活用力育成シート
・ 学力調査の問題を活用した教材研究
・ 互見授業

全国学力･学習状況調査結果公表

ワークテスト ,定期テスト

教科部会や学年会などで
取組を計画的に検証、改善
していくことが大切です！

ショートスパンの取組例

単元末や学期末の明確

な目標を設定しましょう！

Ｃ 指標を設定して取組の評価を計画的に
＜授業改善へ向け＞
・ 単元(評価)テスト、定期テスト(中)
・ 全国学力・学習状況調査、ふくしま学力調査
・ 定着確認シート
・ 授業研究会の自己評価・協議・助言
・ 子ども、教師の自己評価
＜学びの基盤形成へ向け＞
・ 全国学力・学習状況調査、ふくしま学力調査
・ 家庭学習強化週間・強化月間
・ 保護者アンケート、学校評価 等

Ｄ

Ａ

Ｃ:評価問題の実施
・定着確認シート
・授業の振り返り

Ｃ

Ａ

Ｐ:単元構想
・単元構想
・単元計画

Ｄ:授業実践
・活用力育成シート
・言語活動
・補充的指導

Ａ:手立ての改善
・課題の明確化
・重点化

Ｃ

全国学力・学習状況調査

Ｃ

学力向上グランドデザイン作成 P

学
力
向
上
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
改
善

次年度の学力向上グランドデザイン作成 Ｐ

「報告書」を参考にして身に付けさ
せたい力を明確にしましょう。課題を
洗い出し、個に応じた指導を行いま
しょう。

全国学力・学習状況調査、ふくしま
学力調査等の結果の分析も生かして
グランドデザインを作成しましょう。

Ａ 実施可能な手立てを精選して
・ 目標に照らして手立ての改善
・ 「報告書」や「授業アイディア例」の活用
・ 系統性をふまえた学年ごとの取組の明確化

活用力育成シートや定着確認シート
などを活用してショートスパンの PDCA
サイクルの充実を図りましょう。特に
課題となっている単元や領域、解答方
法など、子どもの実態に応じて問題を
選びながら活用することで、補充学習
などが効率的に実施できます。

Ｐ よりよい学力向上グランドデザインの作成

ふくしま学力調査

ふくしま学力調査結果の学校配付

Ａ
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